
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

続

い

て

来

賓

の

方

々

の

紹

介

の

後

、

本

年

度

の

議

事

に

移

り

、

平

成

二

十

五

年

度

の

事

業

報

告

や

会

計

報

告

（

じ

な

い

ま

ち

交

流

館

会

計

を

含

む

）

な

ら

び

に

平

成

二

十

六

年

度

の

事

業

計

画

や

会

計

予

算

（

じ

な

い

ま

ち

交

流

館

会

計

を

含

む

）

が

審

議

さ

れ

、

全

会

一

致

で

承

認

さ

れ

ま

し

た

。 

 

第

二

部

で

は

、

工

学

院

大

学

建

築

学

部

制

作

の

Ｄ

Ｖ

Ｄ

「

日

本

で

い

ち

ば

ん

美

し

い

町

並

」

か

ら

、

「

奈

良

県

五

條

市

五

條

新

町

」

、

「

奈

良

県

宇

陀

市

松

山

」

、

「

和

歌

山

県

湯

浅

町

湯

浅

」

が

上

映

さ

れ

ま

し

た

。

こ

れ

ら

の

地

区

の

町

並

も

、

修

景

が

進

み

、

美

し

く

風

情

の

あ

る

佇

ま

い

を

見

せ

て

い

ま

し

た

が

、

地

区

の

町

並

み

整

備

関

係

の

会

長

さ

ん

の

お

話

か

ら

は

、

住

む

人

の

い

な

く

な

っ

た

家

を

維

持

管

理

し

て

い

く

こ

と

の

大

変

さ

も

伺

え

ま

し

た

。

こ

れ

は

共

通

の

課

題

で

も

あ

り

、

互

い

に

知

恵

を

出

し

合

っ

て

町

づ

く

り

を

進

め

て

い

き

た

い

も

の

で

す

。 

 今年は、理事の定例改選の年でした。下記の通り新しい理事が承認されました。 

【新理事】（◎印は連絡委員、○印はサブ連絡委員です。） 

・［一里山町］  橋川光司   大塚健治  ◎泉 時代 

・［ 富 山 町 ］ ◎嶋田 實   松井重夫  ○和田幸雄 

・［北会所町］ ◎栁本恵三   西谷宏實   芝本重子 

・［南会所町］ ◎澤武 修   中林成悟   田中新之助 

・［ 堺  町 ］ ◎田守邦彦   浅野良文   和田孝雄   橋本讃史  

・［ 御 坊 町 ］  長谷英男  ◎尾谷正隆 

・［ 東 林 町 ］  中尾友保  ◎木口俊彦   田中 實   井上正勝 

・［ 西 林 町 ］  神谷光雄   松下順悟  ◎中井隆洋 

 

 また当日は、新理事によって新役員の選出も下記のとおりされました。 

【役 員】 

・（会  長） 橋川光司 

・（副 会 長） 神谷光雄  中尾友保 

・（事務局長） 木口俊彦 

・（事務局次長） 中井隆洋 《交流館館長》 

・（事務局次長） 嶋田 實  栁本恵三  中林成悟  和田孝雄  長谷英男 

・（会  計） 澤武 修 《交流館副館長》（まもり・そだてる会、交流館） 

・（監  事） 浅野良文  尾谷正隆 

 

 またその後、各部会委員は、下記のとおりに決まりました。 

【部 会】（◎印は部会長、○印は副部会長です。） 

・企画事業部会  松井重夫   西谷宏實   澤武 修      田守邦彦 

        ○浅野良文  ◎中尾友保   田中 實   神谷光雄 

・研 修 部 会  泉 時代  ○嶋田 實   芝本重子  ◎中林成悟 

         橋本讃史   長谷英男   木口俊彦   松下順悟 

・広 報 部 会  大塚健治   和田幸雄   栁本恵三  ○田中新之助 

         和田孝雄   尾谷正隆   井上正勝  ◎中井隆洋 

新理事・役員・部会委員の紹介（順不同） 

今年今年今年今年のののの「「「「寺内町燈路寺内町燈路寺内町燈路寺内町燈路」」」」はははは、、、、    

8888 月月月月30303030 日日日日（（（（土土土土））））にににに開催開催開催開催しますしますしますします！！！！    

 寺内町燈路も今年で十一年目を迎えます。今年は八月三

十日（土）に開催します。希望者には、八月三日（日）よ

り、じないまち交流館にて行灯を一基千二百円でお分けしま

す。詳しくは、じないまち交流館（TEL 0721-26-0110）

へお問い合わせください。 

 

総

会

第

一

部

は

、

橋

川

会

長

の

挨

拶

に

始

ま

り

、

来

賓

の

多

田

市

長

、

山

本

市

議

会

議

長

、

吉

村

府

議

会

議

員

、

鈴

木

府

議

会

議

員

に

ご

祝

辞

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

今年今年今年今年のののの「「「「寺内町清掃寺内町清掃寺内町清掃寺内町清掃」」」」はははは、、、、    

9999 月月月月 14141414 日日日日（（（（日日日日））））にににに開催開催開催開催しますしますしますします！！！！    

詳細は別途お知らせいたします。 

今年今年今年今年のののの「「「「寺内町月見寺内町月見寺内町月見寺内町月見のののの会会会会」」」」はははは、、、、    

9999 月月月月 8888 日日日日（（（（月月月月））））にににに開催開催開催開催しますしますしますします！！！！    

詳細は別途お知らせいたします。 

 

七

月

一

日

～

三

十

一

日 

 
 

 

平

木

佳

代

子 
 

 
 

 
 

書

写

作

品

展 

 

八

月

一

日

～

八

月

三

十

一

日 

 
 

 

ま

も

り

・

そ

だ

て

る

会 
 

き

り

絵

作

品

展 

 

九

月

三

日

～

三

十

日 

 
 

 

リ

ア

ル

ア

ー

ト 
 

 
 

 

絵

画

作

品

展 

 

十

月

一

日

～

十

三

日 

 
 

 

ア

ー

ト

仲

間 
 

 
 

 
 

絵

画

・

写

真

展 

 

十

月

十

五

日

～

三

十

一

日 

 
 

 

南

河

内

退

職

教

職

員

の

会 

絵

画

・

書

・

写

真

・

陶

芸

展 

 

十

一

月

一

日

～

十

五

日 

 
 

 

土

筆

の

会 
 

 
 

 
 

 

書

道

習

作

展 

 

十

一

月

十

六

日

～

三

十

日 

 
 

 

友

愛

の

里 
 

 
 

 
 

 

書

道

展 

  

 

平

成

二

十

六

年

五

月

二

十

五

日

（

日

）

午

後

一

時

三

〇

分

か

ら

「

じ

な

い

ま

ち

交

流

館

」

一

階

に

お

い

て

「

富

田

林

寺

内

町

を

ま

も

り

・

そ

だ

て

る

会

」

の

総

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。 

第５８号  発行・編集： 富田林寺内町をまもり・そだてる会／じないまち交流館   富田林市富田林町9-29（じないまち交流館）  平成２６年７月２５日 （１） 

＊瓦版は、3 月・7 月・11 月の年 3 回の発行です。 

＊本瓦版(pdf ﾌｧｲﾙ）は、連携ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「富田林寺内町の探訪」からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることもできます。 

 
今回の瓦版は、会員以外の世帯にも 

 配布させていただいています！   

JINAIMACHI   KAWARABAN   Vol. 58 

瓦版/ 58 号 

題字 / 尾谷 正隆さん（御坊町） 

 

当

日

は

、

多

田

市

長

を

は

じ

め

、

吉

村

府

議

会

議

員

、

鈴

木

府

議

会

議

員

、

山

本

市

議

会

議

長

、

さ

ら

に

伝

統

的

建

造

物

群

保

存

審

議

会

委

員

の

吉

年

市

議

会

議

員

、

同

京

谷

市

議

会

議

員

、

上

原

市

議

会

議

員

、

堂

山

教

育

長

に

来

賓

と

し

て

ご

出

席

い

た

だ

き

ま

し

た

。

な

お

、

当

日

の

参

加

者

数

は

、

五

一

名

（

委

任

状

一

三

七

名

）

で

し

た

。 

 

 

 

今年は、当会発足後 20 年目になります。 

20202020周年記念事業周年記念事業周年記念事業周年記念事業「「「「寺内町寺内町寺内町寺内町フェスティバルフェスティバルフェスティバルフェスティバル」」」」はははは    

11111111月月月月15151515日日日日（（（（土土土土））））・・・・16161616（（（（日日日日））））にににに開催開催開催開催しますしますしますします！！！！    

  15 日（土）前夜祭 

  16 日（日）寺内町サミット・コンサート 

詳細は別途お知らせいたします。 

  

 

 



こんにちは!  笑顔であいさつ  歓迎を 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 会議名 内     容 場 所 

4 

3 役員会 

・部会報告  ・２０周年記念事業 

交流館 

・会計報告（会／交流館） 

24 

臨時 ・部会報告  ・２０周年記念事業 

交流館 

役員会 ・5/9 の理事会について（含、総会議案書） 

5 

9 理事会 

・部会報告 ・会計報告（会／交流館） 

交流館 

・総会について（議案書説明・役割分担） 

13 役員会 ・総会について（議案書確認・新理事/役員案） 交流館 

25 

総会 ※総会議案書のとおり 交流館 

臨時理事会 ・新理事による役員改選 交流館 

理事会 

・年会費の徴収について ・理事在籍部会調査 交流館 

・各部会招集、正副部会長選出について 

6 

6 役員会 

・各部会の初回開催予定日について 交流館 

・２０周年記念事業について   

16 

企画 ・部会長、副部会長の選出  ・年間計画 

交流館 

事業部会 ・寺内町燈路、寺内町清掃、月見の会について 

18 研修部会 

・部会長、副部会長の選出 

交流館 

・理事研修会、会員見学会について 

20 広報部会 

・部会長、副部会長の選出  ・年間計画 

交流館 

・瓦版５８号確認/５９号原稿/きり絵カレンダー案 

27 

20 周年記念事業 

実行委員会 

・事業内容 ・実施日時 ・メンバーの役割分担 交流館 

7 

1 

企画 

事業部会 

・寺内町燈路、清掃、月見の会について 交流館 

8 役員会 ・各部会の報告  ・２０周年記念事業について 

交流館 

 

我我我我

がががが

町町町町

のののの

思思思思

いいいい

出出出出

とととと

昔

話

昔

話

昔

話

昔

話    

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

南

会

所

町

南

会

所

町

南

会

所

町

南

会

所

町    

い

広

場

に

な

っ

て

い

ま

し

た

。

用

意

し

た

遊

び

道

具

（

紛

失

す

る

の

で

い

く

つ

か

持

っ

て

行

き

ま

す

）

で

「

ホ

イ

ラ

ン

」

と

称

し

て

銀

ヤ

ン

マ

が

や

っ

て

く

る

と

そ

の

目

先

に

高

く

投

げ

る

の

で

す

。

ヤ

ン

マ

は

虫

と

間

違

え

急

降

下

し

て

く

る

と

糸

が

か

ら

み

つ

い

て

地

面

に

落

ち

て

く

る

と

い

う

仕

組

み

に

な

っ

て

い

ま

す

。

ヤ

ン

マ

を

取

り

に

行

く

の

は

夕

方

で

い

つ

も

か

な

り

の

数

取

る

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。 

 

次

に

「

ヤ

ン

マ

ツ

リ

」

に

つ

い

て

書

い

て

み

ま

す

。

取

っ

た

ヤ

ン

マ

を

「

雄

」

と

「

雌

」

に

区

別

し

ま

す

。

ど

の

よ

う

に

区

別

し

た

の

か

今

で

は

覚

え

て

い

ま

せ

ん

が

。

「

雌

」

の

ヤ

ン

マ

を

細

い

糸

（

２

メ

ー

ト

ル

程

度

）

で

結

ん

で

細

い

竹

竿

の

先

に

取

り

付

け

て

石

川

の

堤

防

な

ど

で

飛

ば

す

と

「

雄

」

の

ヤ

ン

マ

が

飛

び

つ

い

て

き

て

絡

み

合

い

そ

れ

を

網

で

取

り

込

ん

で

し

ま

う

の

で

す

。

こ

の

方

法

で

何

匹

も

ヤ

ン

マ

を

取

っ

た

記

憶

が

あ

り

ま

す

。

今

で

言

う

と

「

雌

」

の

ヤ

ン

マ

は

キ

ャ

ッ

チ

ガ

ー

ル

の

様

な

も

の

で

し

ょ

う

か

。 

②

「

魚

取

り

」 

 

子

供

の

頃

（

昭

和

２

５

・

２

６

年

頃

）

の

石

川

は

水

量

も

多

く

水

も

清

く

澄

ん

で

い

て

多

く

の

種

類

の

魚

が

住

ん

で

い

ま

し

た

。

よ

く

釣

り

も

し

ま

し

た

が

、

特

殊

な

方

法

で

魚

を

捕

っ

た

事

が

あ

る

の

で

そ

れ

に

つ

い

て

 
 

書

い

て

み

ま

す

。

小

学

校

の

５

年

生

の

時

と

思

い

ま

す

が

理

科

の

授

業

で

電

池

を

使

っ

て

豆

電

球

を

点

灯

す

る

の

を

教

わ

り

ま

し

た

。

そ

の

時

の

注

意

事

項

と

し

て

水

に

濡

れ

た

手

で

電

気

に

近

づ

く

と

ピ

リ

ピ

リ

し

て

感

電

す

る

の

で

気

を

つ

け

る

様

に

言

わ

れ

ま

し

た

。

こ

れ

を

魚

取

り

に

利

用

で

き

な

い

か

と

考

え

家

に

あ

っ

た

自

転

車

の

ラ

ン

プ

を

思

い

つ

き

ま

し

た

。

昔

の

石

川

は

、

竹

で

編

ん

だ

円

筒

形

（

２

～

３

メ

ー

ト

ル

程

度

）

の

物

（

ジ

ャ

リ

カ

ゴ

と

呼

ん

で

い

ま

し

た

）

の

中

に

人

の

頭

よ

り

少

し

小

さ

め

の

石

を

何

個

も

入

れ

た

も

の

を

数

多

く

用

意

し

て

川

岸

に

し

き

な

ら

べ

護

岸

用

と

し

て

い

ま

し

た

。

ジ

ヤ

リ

カ

ゴ

の

石

の

間

に

は

「

オ

イ

カ

ワ

」

や

「

ウ

ナ

ギ

」

な

ど

の

魚

が

住

み

着

い

て

い

ま

し

た

。

魚

取

り

用

と

し

て

思

い

つ

い

た

自

転

車

の

ラ

ン

プ

を

取

り

外

し

「

＋

極

」

と

「

－

極

」

に

し

、

そ

れ

ぞ

れ

に

針

金

を

結

び

そ

れ

を

そ

れ

ぞ

れ

竹

竿

に

巻

き

付

け

て

、

ジ

ヤ

リ

カ

ゴ

の

中

に

差

し

込

ん

で

、

自

転

車

の

ペ

ダ

ル

を

力

一

杯

踏

み

込

む

と

電

流

が

発

生

し

「

パ

シ

ー

」

と

い

う

音

と

と

も

に

「

オ

イ

カ

ワ

」

や

「

ウ

ナ

ギ

」

が

浮

き

上

が

っ

て

く

る

と

い

う

仕

掛

け

で

す

。

ペ

ダ

ル

を

漕

ぐ

の

を

や

め

て

浮

き

上

が

っ

た

魚

を

回

収

し

て

家

に

持

ち

帰

っ

た

こ

と

が

あ

り

ま

し

た

。 

（

４

）

井

戸

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

昔

の

寺

内

町

の

町

屋

に

は

ほ

と

ん

ど

一

軒

に

１

個

は

井

戸

が

あ

り

ま

し

た

。

私

の

家

の

隣

の

お

寺

に

は

３

個

か

４

個

も

の

井

戸

が

あ

っ

た

と

思

い

ま

す

。

利

用

方

法

は

炊

事

・

洗

濯

・

風

呂

用

・

花

に

か

け

る

な

ど

い

ろ

い

ろ

な

使

わ

れ

方

が

あ

り

ま

し

た

。 

 

ま

た

別

の

方

法

と

し

て

、
「

ス

イ

カ

」

や

「

ビ

ー

ル

」

な

ど

を

網

か

ご

の

中

に

固

定

し

て

井

戸

に

吊

す

と

い

う

の

も

あ

り

ま

し

た

。

時

間

 

 

最

近

感

じ

る

こ

と

二

題

 
 

○

な

つ

か

し

き

石

川 

 

も

う

、

五

、

六

十

年

前

に

な

り

ま

す

が

、

子

供

の

頃

、

鰻

や

鯉

等

の

大

物

で

は

で

は

な

く

、

鮒

、

も

ろ

こ

、

め

だ

か

、

雑

魚

、

ザ

リ

ガ

ニ

等

の

小

物

を

、

川

に

石

を

投

げ

て

水

際

の

水

草

に

追

い

込

み

、

手

を

突

っ

込

ん

で

取

る

遊

び

（

掴

み

ど

り

）

を

よ

く

し

ま

し

た

。

良

い

も

の

が

捕

れ

る

か

、

怖

い

も

の

を

掴

む

か

毎

回

ド

キ

ド

キ

し

た

も

の

で

す

。 

 

今

は

、

山

の

森

林

が

荒

れ

て

い

る

の

か

、

水

の

利

用

が

多

過

ぎ

る

の

か

、

川

の

水

量

が

豊

か

だ

っ

た

昔

に

比

べ

、

水

量

が

安

定

し

な

い

よ

う

に

感

じ

ま

す

。

水

質

は

、

最

近

で

は

よ

く

な

っ

て

い

る

そ

う

で

す

が

、

水

中

の

生

物

の

種

類

が

減

少

し

寂

し

く

感

じ

ま

す

。 

○

動

物

愛

護

に

物

申

す 

 

最

近

、

イ

ル

カ

や

鯨

な

ど

を

可

愛

い

、

賢

い

、

綺

麗

等

と

持

て

囃

し

、

何

か

変

な

感

覚

で

命

や

食

物

を

と

ら

え

る

風

潮

が

あ

り

ま

す

。

ど

ん

な

生

き

物

も

そ

れ

な

り

の

生

き

方

、

適

正

な

食

べ

方

が

あ

る

も

の

で

す

。

人

間

は

雑

食

動

物

で

す

の

で

、

適

切

に

自

然

を

管

理

・

保

護

し

、

自

然

の

生

命

に

よ

っ

て

生

か

さ

れ

て

い

る

こ

と

に

感

謝

し

食

さ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。 

 

翻

っ

て

最

近

の

日

本

の

捕

鯨

を

政

治

活

動

や

暴

力

で

反

対

す

る

外

圧

に

は

義

憤

を

禁

じ

得

ま

せ

ん

。

ま

た

危

険

な

動

植

物

の

飼

育

や

猫

の

排

便

、

排

尿

、

交

配

等

で

他

人

に

迷

惑

を

か

け

な

い

で

欲

し

い

。

そ

れ

が

出

来

な

い

者

は

、

動

物

園

や

植

物

園

で

そ

れ

ら

に

触

れ

る

だ

け

に

し

て

欲

し

い

と

思

い

ま

す

。 

 
 

 
 

（

御

坊

町

 

尾

谷

正

隆

） 

まもり・そだてる会活動報告 

広
報
部
会 

部

会

長

 

副

部

会

長

 

委

員

 

委

員

 

委

員

 

委

員

 

委

員

 

委

員

 

中

井

隆

洋

 

田

中

新

之

助

 

大

塚

健

治

 

和

田

幸

雄

 

栁

本

恵

三

 

和

田

孝

雄

 

尾

谷

正

隆

 

井

上

正

勝

 

(

順

不

同

)
 

富田林寺内町富田林寺内町富田林寺内町富田林寺内町    来訪者来訪者来訪者来訪者    歓迎歓迎歓迎歓迎キャンペーンキャンペーンキャンペーンキャンペーン    

が

経

過

す

る

と

適

度

に

冷

え

て

「

ス

イ

カ

」

な

ど

が

お

い

し

く

頂

け

る

と

い

う

わ

け

で

す

。

現

在

の

冷

蔵

庫

の

役

割

と

し

て

も

利

用

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

私

の

家

の

前

に

も

井

戸

が

あ

り

、

遊

び

か

ら

帰

っ

た

時

は

必

ず

そ

れ

で

水

を

く

み

手

・

足

・

顔

を

洗

っ

た

も

の

で

す

。

夏

の

夕

方

な

ど

に

は

井

戸

端

に

縁

台

な

ど

を

出

し

て

「

花

火

」

や

「

将

棋

」

な

ど

を

し

て

遊

ん

だ

こ

と

が

思

い

出

さ

れ

ま

す

。

 

（

５

）

浄

谷

寺 

 

浄

谷

寺

は

南

会

所

町

と

北

会

所

町

の

間

に

あ

り

、

私

の

家

の

隣

に

あ

る

お

寺

で

す

。

正

式

に

は

半

偈

山

三

仏

院

浄

谷

寺

と

言

う

よ

う

で

す

。

正

面

の

表

門

の

前

に

は

、

河

内

西

国

第

十

九

番

霊

場

浄

谷

寺

と

い

う

石

柱

が

立

っ

て

い

ま

す

。

浄

谷

寺

は

大

阪

平

野

区

に

あ

る

大

念

仏

寺

が

本

山

で

そ

の

末

寺

に

当

た

り

ま

す

。

ま

た

、

富

田

林

市

史

の

第

２

巻

の

西

国

三

十

三

度

行

者

組

織

の

章

に

記

載

さ

れ

て

い

る

の

で

す

が

、

浄

谷

寺

は

大

念

仏

寺

の

末

寺

と

西

国

三

十

三

度

行

者

組

織

の

拠

点

寺

院

と

の

二

面

を

持

っ

て

い

た

お

寺

で

あ

っ

た

様

で

す

。

お

寺

の

南

側

に

は

池

が

あ

っ

て

昔

は

亀

が

た

く

さ

ん

遊

ん

で

い

ま

し

た

。

夏

場

は

池

の

岸

に

這

い

上

が

っ

て

甲

羅

干

し

を

し

て

い

た

の

を

よ

く

見

か

け

ま

し

た

。

ま

た

、

ど

の

様

に

し

て

登

っ

た

の

か

判

り

ま

せ

ん

が

、

私

の

家

と

の

間

に

あ

る

塀

の

瓦

屋

根

の

上

を

ゆ

っ

く

り

と

歩

い

て

い

る

の

を

見

か

け

た

こ

と

が

あ

り

ま

し

た

。

お

寺

の

境

内

は

子

供

の

頃

の

遊

び

場

で

、

お

に

ご

っ

こ

・

か

く

れ

ん

ぼ

・

か

ん

け

り

等

を

し

て

よ

く

遊

ん

だ

こ

と

が

思

い

出

で

す

。 

 
 

 
 

（

南

会

所

町

 

田

中

新

之

助

）

 

 

私

が

生

ま

れ

た

こ

の

町

の

思

い

出

と

昔

話

に

つ

い

て

い

く

つ

か

書

い

て

見

み

ま

し

た

。

 

（

１

）

「

屋

号

」

 
 

 

屋

号

を

広

辞

苑

で

調

べ

る

と

「

商

家

」

な

ど

の

家

に

つ

け

ら

れ

た

称

号

と

載

っ

て

い

ま

す

。

南

会

所

町

と

北

会

所

町

の

町

屋

で

寺

内

町

マ

ッ

プ

に

出

て

い

る

お

家

の

屋

号

を

調

べ

て

見

る

と

、

葛

原

家

は

「

た

ば

こ

屋

」

、

奥

谷

家

は

「

岩

瀬

屋

」

、

佐

藤

家

は

「

佐

渡

藤

」

、

越

井

家

は

「

平

尾

屋

」

と

な

っ

て

い

ま

す

。 

 

私

の

昔

の

家

は

明

治

の

初

期

に

建

て

替

え

ら

れ

て

い

た

様

で

す

が

、

転

勤

で

長

期

間

家

を

空

け

て

い

た

こ

と

も

あ

り

、

屋

根

ガ

ワ

ラ

が

落

ち

そ

う

に

な

り

、

取

り

壊

そ

う

と

決

め

平

成

３

年

に

解

体

し

ま

し

た

。

解

体

工

事

に

立

ち

会

っ

た

時

、

二

階

の

庇

に

墨

書

き

で

「

車

屋

」

と

い

う

文

字

を

見

つ

け

た

の

で

亡

き

母

に

確

か

め

た

と

こ

ろ

、

当

家

の

屋

号

だ

と

言

わ

れ

ま

し

た

。

初

代

（

私

か

ら

数

え

て

五

代

ま

え

に

当

た

り

ま

す

）

は

新

兵

衛

と

名

乗

っ

て

い

ま

し

た

か

ら

、

当

時

は

「

車

屋

の

新

兵

衛

さ

ん

」

と

か

「

車

屋

の

新

さ

ん

」

と

親

し

み

を

込

め

て

呼

ば

れ

て

い

た

の

で

は

な

い

か

と

思

っ

て

い

ま

す

。

同

じ

名

字

の

家

が

た

く

さ

ん

あ

る

地

域

で

は

、

屋

号

は

そ

の

家

を

特

定

す

る

た

め

の

識

別

子

と

し

て

の

役

割

を

持

つ

と

と

も

に

親

し

み

を

込

め

た

呼 

 

 

 

南

会

所

町

在

住

の

小

野

良

枝

で

す

。

四

月

か

ら

お

仕

事

を

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

い

ま

す

。

約

三

十

年

間

こ

の

寺

内

町

に

住

ん

で

い

ま

す

が

、

ま

だ

ま

だ

知

ら

な

い

事

が

多

く

、

日

々

勉

強

中

で

す

。 

 

交

流

館

に

来

て

下

さ

っ

た

方

々

に

気

持

ち

良

く

利

用

し

て

い

た

だ

け

る

様

に

対

応

し

た

い

と

思

い

ま

す

。 

 

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。 

 

じ

な

い

ま

ち

交

流

館

 

 
 
 

 
 

 

新

職

員

紹

介
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び

方

と

し

て

の

役

目

が

あ

っ

た

の

で

は

と

思

っ

て

い

ま

す

。 

（

２

）

「

会

所

」 

 

会

所

を

広

辞

苑

で

調

べ

る

と

、

集

会

を

す

る

所

、

寄

り

合

い

を

す

る

場

所

と

記

載

さ

れ

て

い

ま

す

。 

 

寺

内

町

の

中

の

町

名

で

「

会

所

」

の

文

字

が

入

っ

て

い

る

町

は

、

南

会

所

町

と

北

会

所

町

の

二

つ

で

す

。

会

所

の

在

っ

た

場

所

は

、

現

在

の

南

会

所

町

の

中

村

さ

ん

の

家

の

裏

側

で

南

北

か

ら

出

入

り

出

来

た

様

で

す

。

ま

た

、

組

織

と

し

て

は

、

近

く

の

４

ケ

村

（

中

野

、

新

堂

、

山

中

田

、

毛

人

谷

）

の

庄

屋

株

各

２

人

、

計

８

人

で

運

営

さ

れ

て

い

た

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

現

在

の

南

会

所

町

の

町

会

の

組

織

は

会

長

・

副

会

長

・

会

計

・

会

計

監

査

及

び

老

人

会

会

長

の

各

１

人

、

計

５

人

で

運

営

し

て

い

ま

す

。

集

会

場

所

は

交

流

館

の

二

階

の

会

議

室

で

行

っ

て

い

ま

す

。

現

在

の

交

流

館

の

二

階

が

昔

の

会

所

の

様

な

使

わ

れ

方

に

な

っ

て

い

る

様

に

思

わ

れ

ま

す

。 

（

３

）

「

遊

び

」 

 

ベ

ー

ゴ

マ

・

ベ

ッ

タ

ン

・

ラ

ム

ネ

玉

の

様

な

大

抵

の

人

が

遊

ん

で

い

た

様

な

遊

び

の

他

に

、

次

の

様

な

あ

ま

り

や

っ

た

こ

と

の

な

い

遊

び

を

紹

介

し

て

み

よ

う

と

思

い

ま

す

。 

①

「

ホ

イ

ラ

ン

（

こ

の

様

に

呼

ん

で

い

た

と

思

う

）

」

と

「

ヤ

ン

マ

ツ

リ

」 

 

こ

の

遊

び

は

銀

ヤ

ン

マ

を

取

る

遊

び

で

す

。

小

さ

い

釘

を

２

個

用

意

し

て

「

∩

」

状

態

に

折

り

曲

げ

て

中

央

部

を

細

い

糸

（

５

０

セ

ン

チ

程

度

）

で

結

ん

だ

も

の

を

用

意

し

ま

す

。

広

い

場

所

、

よ

く

遊

ん

だ

の

は

現

在

の

ダ

イ

エ

ー

、

昔

は

越

井

家

の

貯

木

場

跡

で

広 

 

六

月

七

日

（

土

）

と

十

四

日

（

土

）

の

両

日

に

わ

た

り

、

市

教

育

委

員

会

と

露

子

生

誕

祭

実

行

委

員

会

（

露

香

会

）

主

催

に

よ

る

第

四

回

石

上

露

子

生

誕

祭

が

盛

大

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

。 

 

六

月

七

日

午

後

に

は

、

旧

田

中

家

住

宅

に

て

「

じ

な

い

ま

ち

の

魅

力

」

に

つ

い

て

、

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

が

行

わ

れ

、

演

劇

「

露

子

と

正

平

」

の

出

演

者

達

が

、

専

門

家

の

進

行

の

下

で

、

熱

心

に

語

り

合

い

ま

し

た

。 

 

ま

た

六

月

十

四

日

に

は

、

露

子

の

生

家

・

旧

杉

山

家

住

宅

に

て

、

献

花

・

供

茶

・

筝

曲

演

奏

に

よ

る

厳

か

な

セ

レ

モ

ニ

ー

の

後

、

お

茶

会

や

黄

昏

コ

ン

サ

ー

ト

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

ま

た

旧

田

中

家

住

宅

で

は

、

露

子

に

ち

な

ん

だ

文

学

講

演

会

も

行

わ

れ

ま

し

た

。 

 

参

加

さ

れ

た

人

達

は

、

歴

史

的

な

町

並

み

と

旧

家

の

雰

囲

気

の

中

で

、

文

化

の

香

り

高

い

時

間

を

楽

し

ま

れ

て

い

ま

し

た

。 

 
 

生誕祭 黄昏コンサート 

興

正

寺

別

院

興

正

寺

別

院

興

正

寺

別

院

興

正

寺

別

院

がががが    

    

国国国国

のののの

重

要

文

化

財

重

要

文

化

財

重

要

文

化

財

重

要

文

化

財

にににに

！！！！    

 

当

会

発

足

後

二

十

年

目

と

な

る

本

年

の

五

月

十

六

日

に

、

富

田

林

寺

内

町

の

発

祥

の

起

点

と

な

っ

た

興

正

寺

別

院

が

、

国

の

重

要

文

化

財

に

指

定

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

こ

れ

で

富

田

林

寺

内

町

内

に

は

、

旧

杉

山

家

住

宅

と

合

わ

せ

て

二

件

も

の

重

文

が

存

在

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

今

後

は

、

こ

れ

ら

文

化

財

の

保

存

と

活

用

に

一

層

取

り

組

ん

で

い

き

た

い

も

の

で

す

。 

 

 

第

四

回

第

四

回

第

四

回

第

四

回    

石

上

露

子

生

誕

祭

石

上

露

子

生

誕

祭

石

上

露

子

生

誕

祭

石

上

露

子

生

誕

祭

がががが    

 
 

 

開

催

開

催

開

催

開

催

さ

れ

ま

し

た

さ

れ

ま

し

た

さ

れ

ま

し

た

さ

れ

ま

し

た

！！！！    

 

  


